
黒姫山 
2009年 2月 21日～22日 
鈴木（L）、菊池、神戸、白土、田中、
橋立（記） 
 

2/21 未明、妙高に到着。とんで
もなく雪が降っている。あしたは

黒姫山に登ることが出来るだろう

か？それだけが心配だ。滑れたな

ら、オーバーヘッドは間違いない。

明日への期待とともに缶ビールを

飲んで寝床に就く。 
 
2/21（土） 
朝起きた時点、まだ雪が降って

いたが、天気は回復してきている

ようだ。黒姫スノーパークから入

山する。スキー場トップへのリフ

トは、除雪のため稼働開始が遅れ

ていたが 9:30頃に動き始めた。リ
フトを下り、更に上に続く今は動

いていないリフト沿いの、斜度の

ある旧ゲレンデを登る。旧ゲレン

デを登りきったところで一息いれ、

さらに稜線を目指し登る。スノー

シューでは、スキーの踏み跡をつ

いていっても、深雪に足がとられ

どんどん遅れてしまう。この日ス

ノーボーダーは私一人だけのよう

だ。リフトを下りた時点では一番

乗りだったけれど、最終的には後

から登ってきた、グループ全てに

抜かされてしまった。一番乗りし

たい気持ちは山々だが、滑る斜面

は沢山あるから、パウダーを食い

尽くされる心配もないだろう。み

んなの背中を遠くに見ながら、あ

せらず気楽に休み休み登る。斜面

を登りながら北側を望めば、妙高

山がくっきりと見える。斜面に生

えた木の上にはふかふかの枕のよ

うに柔らかそうな雪がこんもりと

積もっている。日が差してきたが、

まだまだ雪は軽い。やっとの思い

で稜線まで登る。風が強い。しか

し、滑る斜面は風下にあたるため、

風に吹かれた雪がたまっているこ

とだろう。 
稜線沿いに、黒姫山方面に向か

い、南東に延びる尾根状のあたり

から斜面に滑りこむ。滑り出しは

やや緩いが、少し滑ると斜度も増

し、適度なツリーランが楽しめる。

雪質はふかふか底なしのパウダー

だった。今シーズン最高の雪と言

っても過言ではない。まずは直滑

降で思いっきりスピードをつけ、

スピードが乗ったところでターン

すると、背丈以上の雪のスプレー

が舞う。目の前が見えなくなるた



め、こういう時は次の次くらいの

斜面を読みながらどこに板を当て

込んでターンを切るかを予測しな

がら滑る必要がある。これは、特

別なことではなく、コブ斜面やら

ツリーランを楽しむとき、それか

ら普通に滑るときにも言えること

だと思う。 
上部は気持ちのよいディープパ

ウダー＋ツリーランだったが、下

部は緩斜面の藪の中を滑ることに

なる。最高のパウダーを味わうた

めには、これくらいの修行は苦と

も思わない・・・。林道に出たら、

後はスキー場に向かい歩くのみ。

スキーなら履いたまま、スノーボ

ードはスノーシューに履き替えて

歩くことになる。この日は 2:30頃
にスキー場に到着。夜は、スキー

場脇の林の中でテントを張り一晩

過ごすことに・・・疲れていたの

で、「駐車場で寝たらええやん・・・」

と思いながらも、総意に従い一旦

車に戻り荷物をまとめてまたえっ

ちらおっちら林に戻る。夜はそれ

ぞれ持ち寄った食材で鍋を囲む。

鍋の世話は鍋奉行に任せて、とり

あえず食べて飲んで話すことに徹

する。（因みに、鍋を奉行に任せて

待つのは“街娘”というらしい）

ただ、口をつけた箸で鍋の具材を

ぐちゃぐちゃやられるのは気分が

よいものではない・・・。しかし

まあ、うまい鍋とワインで色々な

ことがどうでもよくなり、気分も

よくなり、あんまり話したことは

覚えていないのだが、楽しい夜を

すごした。 
 
2/22（日） 晴れ 
翌朝、寝床を撤営し、一旦車に戻

る。それから昨日と同じルートで

斜面を登り稜線まで出る。今日は

北東よりの斜面を滑ることにした。

ここは昨日だれも滑っていないよ

うで、またしてもオープントラッ

クのパウダーだ。滑りだし位置か

らみた斜面には、低木が雪に覆わ

れてできた低めのマッシュが続い

ている。この日のように新雪であ

れば、マッシュに当て込んでも、

乗り越しても、飛んでも何をして

も楽しめる。一目みて、この斜面

にほれてしまった。ややハイテン

ションの状態で滑りを楽しむ。自

分のターンで吹き上げた雪にまみ

れる。ひげが雪で白く固まってし

まう。とんでもなく気持ちよく楽

しい。 
下部は、狭い沢に沿って下り林



道に出る。ここからスキー場まで

はほぼフラットな緩い下りが数

km続く。この林道はスノーボード
で下るにはちょっとかったるい。 
この日も前日に続き良い思いを

した。個人的にはこの北側の斜面

の方が断然気に入った。今シーズ

ン最高の雪の中、この斜面を滑れ

たのはとても幸せに思う。今シー

ズンは、暖冬であまりいい思いを

していなかっただけに、この斜面、

この雪との出会いは忘れられない。

今回黒姫山で味わった喜びの余韻

は来シーズンまでじんわりと残り

そうだ。 
 
コース 
2/21 
スキー場トップ 9:30～黒姫山外輪
山稜線 12:30～南側斜面滑降～ス
キー場 2:30 
2/22 
登りは同上記、下りは北東側から

ドロップ、スキー場北側林道から

スキー場に戻る 
 

以上 


